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平成15年度文部科学省国際シンポジウム

｢干潟 ･浅海砂泥域における大型生物撹枠種の生態学一個体行動から生態系

エンジニアとしての役割まで｣

主 催 者 :玉置 昭夫

場所 ･日時 :長崎大学中部講堂 ･平成15年11月1-2日

開催経 費 :文部科学省より4,200千円

平成15年度長崎大学教育改善推進費より1,908千円

(a)シンポジウム開催趣旨

近年,日本のみならず世界各国で,干潟 ･浅海域の生物多様性保全や漁業資源利用

における適切な管理方策について関心が高まっている｡とくに広大な干潟を擁する有

明海の諸問題については,様々な研究機関が取り組みを始めた｡しかし,最近20数年

間に有明海の干潟と浅海砂泥底で爆発的に個体数が増えたスナモグリ類 ･アナジャコ

類 (甲殻十脚目),タマシキゴカイ類 (多毛綱)などの大型底生動物 (ベントス)が

他種個体群や群集,生態系に及ぼしているインパクトについては,まだ十分に認識さ

れているとはいえない｡これらの大型ベントスは地下深くに達する巣穴に棲み,造巣 ･

摂餌活動によって基質を著しく擾拝する｡その結果,貝類の新規加入を妨げて絶滅さ

せたり,浅海における物質循環のあり方に大きな影響を及ぼしている｡これまでの取

り組みでは,海底の表面近くに棲むベントスのみが対象となってきたため,ともすれ

ば歪んだ群集 ･生態系像が作り上げられてきたきらいがある｡このような大型生物撹

拝種 (バイオタ-ベーター)の研究は,世界のベントス生態学では中心的なテーマの

ひとつとなっている｡本シンポジウムの目的は,大型生物撹枠種の個体行動から個体

群 ･群集レベルでの影響,さらには生態系エンジニアとしての役割までを幅広く紹介

し合い,有明海のみならず世界各国の沿岸砂泥底で起こっている大型生物擾枠種に起

因する諸現象を比較生態学的見地から議論することであった｡そのため,2003年11月

1-2日,長崎大学中部講堂に世界の一線で活躍しているベテラン～新進気鋭の研究

者を招碑し (外国研究者9名,国内研究者12名),さらに関連分野の研究者にも聴衆

として参加を呼びかけ,最新の成果について情報と意見の交換を行った｡
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(b)シンポジウムの運営と参加者

(1) 共催 :長崎大学水産学部および水産学部科学研究費基盤研究 (S)グループ (代

義 :中田英昭)｡(2)事前広報活動 :国内の関連機関に対しては,プログラムを郵送配

布し,さらに長崎大学水産学部および日本生態学会九州地区会のホームページに搭載

して周知を図った｡国外の関連機関に対しては,甲殻類生物学の国際誌である

Cmstaceana本誌とJoumalofCrustaceanBiologyのニュースレター,および国際生痕化石

学会のニュースレター-の掲載によって情報を発信した｡また,講演要旨集も作成し

た｡(3)運営方法 :招待講演者の受け入れ手続きにあたっては,水産学部総務係と学内

の複数教官,とくに征矢野清助教授 ･竹垣毅助手 (水産学部),長江真樹助教授 (環

境科学部)の支援を受けた｡会場の設営,受付と案内,映写 ･音響の調節,写真とビ

デオ撮影,講演録音,議論におけるマイクの受け渡し,その他全般にわたる補助,請

演内容と議論の事後整理については,大学院生の補助を受けた｡玉置は,オー プ ニン

グから総合討論に至るまで講演全体の流れを統括した｡座長は,国内 ･国外講演者が

相互に行った｡(4)参加者 :国内研究者は117名であり,その内訳は招待講演者が12名

(うち2名は長崎大学生産科学研究科所属の大学院生),一般参加者が105名であっ

た｡国内参加研究機関別の員数内訳は,13大学から83名,水産庁水産総合研究センタ

ーと長崎県を含む各県の水産 ･海洋環境研究機関から11名,高等学校理科教員や海洋

環境調査関係の会社員等23名であった｡外国研究者は10名であり,その内訳は招待講

演者が9名,一般参加者が1名 (ギリシャ,アテネ大学より)であった｡

(C)シンポジウムの論点と成果,および今後の展開

玉置による緒言に引き続き,シンポジウムを6つのセッションに分け,最後に玉置

を座長として総合討論を行った｡各セッションの内容は次のとおりである｡(1)スナモ

グリ類 ･アナジャコ類の個体行動,巣穴構造,生活史 (4題)｡講演者はcoelho,V

R.(DominicanUniversityofCalifbmia,USA),Kinoshita,K.皮Furota,T.(TbhoUniversity,

Japan),Dworschak,P.C.(NaturalHistoryMuseum,Wien,Austria),Shimoda,K･&Tamaki,A.

(NagasakiUniversity,Japan)であった｡(2)スナモグリ類 ･アナジャコ類と巣穴共生種の

関係 (2題)｡講演者はItani,G.(EhimeUniversity,Japan),Takahashi,T.(Kumamoto

HealthScienceUniversity,Japan)であった｡(3)スナモグリ類 ･アナジャコ類の生理生態

学と種多様性 (2題)｡講演者はFelder,D.L.(UniversityofLouisiana,USA),Atkinson,

R.J.A.&Taylor,A.C.(UniversityofLondon,UK)であった｡(4)貝類 ･クルマエビ類の増

養殖に対するスナモグリ類 ･アナジャコ類の加害作用 (2題)｡講演者はDumbauld,

B.R.etal.(WashingtonSateDepartmentofFishandWildlife,USA),Fukuda,Y.(Oita

InstituteofMarineandFisheriesScience,Japan)であった｡(5)スナモグリ類 ･アナジャコ

類の個体群動態,群集におけるkeyspeciesとしての役割,他の分類群の大型生物撹枠

種との比較 (5題)｡講演者はBird,F.L.(LaTrobeUniversity,Australia),F画一Ie,Yanagi,
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T.etal.(KyushuUniversity,Japan),Harada,K.&Tamaki,A.(NagasakiUniversity,Japan),

Tamaki,A.(NagasakiUniversity,Japan),Reise,K.& Vblkenbom,N.(A胎edWegener

InstituteofPolarandMarineResearch,Gemany)であった｡(6)生態系エンジニアとしての

役割 (3題)｡講演者はwada, M.etal.(UniversityofTokyo,Japan),Thessalou-Legaki,

M.etal.(UniversityofAthens,Greece),DeWitt,T.H.(USEnvironmentalProtectionAgency,

UsA)であった｡このほか,とくに欧米にはあまり知られていない有明海の過去と現

状について紹介する特別セッションも設けた (Nakata,H.,NagasakiUniversity,Japan)｡

以上の各演者の話題提供では互いのセッションのつながりが意識されており,単に

各論や総説を述べるだけに留まらないように配慮された｡また,今回が初出の発表も

幾つかあった｡その結果,シンポジウムの副題を全体の流れのなかでの主旋律とした

いとする主催者の意図は十分に達成された｡例えば,スナモグリ類 ･アナジャコ類は

地下深くに達する巣穴での生活を維持するため,基質表層から植物プランクトンや易

分解性のデトリタスを取 り込む｡その結果,基質表層で生活するベントスにとっての

食物を枯渇させ,消費型競争を通じて多くの種個体群を排除することが示された｡し

かし,海草枯れ死体など難分解性のデ トリタスを巣穴に引き込んで内壁に埋め込み,

微生物の繁茂を待って食物とする行動も報告され,これは沿岸域の物質循環を促進し

うることも示唆された｡また,基質表層の微小有機粒子を巣穴に取り込む行動は,同

時に多くのベントスの着底期幼生や海草の種子を捕捉したり,砂泥深くに埋没させて

しまう｡ その結果,水産有用種を含む多くのベントスに加害することが世界各地にお

ける共通現象として確認された｡一方,巣穴は多くのベントスに微生息場所を提供し,

種多様性を増大させる効果ももたらす｡これらの正 ･負の影響がベントス群集の種多

様性を決定していることが今回初めて明確になった｡このような現象はタマシキゴカ

イなど他の大型生物撹枠種についても観察され,群集構造を決定するkeybioturbatorの

働き方が比較生態学的見地から議論された｡また,スナモグリ類 ･アナジャコ類が造

る巣穴の深部は低酸素ないし無酸素環境になりやすい｡これに対する生理学的耐性や

低酸素条件を緩和するための潅水行動に関するすべての既知見が整理報告された｡さ

らに,この行動は底質の酸素濃度 ･酸化還元状態に影響を及ぼし,巣穴内壁における

微生物活性の変更を通じて物質の鉛直循環を律していることが明らかにされた｡さら

に,この素過程,ことに硝化 ･脱窒作用が地域個体群全体で集積されたとき,内湾の

窒素収支に果たす役割がベントス群集のなかで最大である事例が報告された｡ ｢生態

系エンジニア｣は,最近の生態学のなかでともすれば新奇なキーワー ドとしてもては

やされてきたきらいがある｡今回その実質的内容が定量的に示されたことも意義深い｡

さらに特筆すべき成果として,最近世界各地で起きている大型生物撹枠種個体群の爆

発的増大現象は,内湾 ･浅海域の富栄養化に起因する可能性が指摘されたことが挙げ

られる｡すなわち,植物プランクトン量の増加がベントス幼生を含む動物プランクト

ンの生残率を向上させ,底生期の個体群拡張につながったとするボトムアップ仮説が
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提唱されたことである,今後追究すべき方向が示されたといえる｡また,本シンポジ

ウムが最近の有明海異変に関する諸研究機関の取り組みにおいて,干潟ベントス群集 ･

生態系の構造決定に果たす大型生物橡枠種の役割を今後の研究プログラムに組み入れ

る方向付けの契機となったことも大きな成果といえる｡今回招待した外国研究者のう

ちシニアの研究者は,それぞれの国の沿岸生態系の管理方針を提言する立場にもある｡

本学水産学部の中田教授による有明海環境特性の紹介セッションとも相侯って,有明

海をはじめとする国内の閉鎖性水域の研究者にとって有益な情報と今後の取り組み方

に重要な指針が得られたことと確信する｡最後に,大学院生 ･学部学生にとっても,

小規模ではあるが国際学会を体験したことは大きな教育効果をもたらしたことも強調

しておきたい｡

(d)論文集の発行

本シンポジウムの内容は,proceedingsとして約1,300部印刷発行された (平成16年

3月24日,長崎大学)｡寄稿者とともに国内外の関係諸研究機関や研究者に順次送付

している｡その目次は以下のとおりである｡

Tamaki,A.(ed.)2004:Proceedingsofthesymposiumon'.Ecologyoflargebioturbators

intidalflatsandshallowsublittoralsediments-fromindividualbehaviortotheirroleas

ecosystemengineers'.,1-2November2003,NagasakiUniversity,Nagasaki,i-iv+118pp.

Symposiumprogram

Proceedingscontents

Feedingbehavior,morphologlCaladaptationsandburrowlnginthalassinidean
crustaceans.VaniaR.COELHO

Burrowstructureandlife-historycharacteristicsofthemudshrimp,Upogebiamajor:
KyokoKINOSHITAandToshioFUROTA

BiologyofMediterraneanandCaribbeanThalassinidea(Decapoda).PeterC.
DWORSCHAK

Burrow morphologyofNihonotrypaeapetalura(Stimpson,1860)(Decapoda:
Thalassinidea:Callianassidae).KatsumasaSHIMODAandAkioTAMAKI

Hostspecializationinsymbioticanimalsassociatedwiththalassinideanshrimpsin
Japan.Gyolm NI

Aspectsofthebiologyandecophysiologyofthalassinideanshrimpsinrelationtotheir
burrowenvironment.R.JamesA.ATKINSONandAlanC.TAYLOR
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Acomparisonoftheecologyandeffectsoftwospeciesofthalassinideanshrimpson
oysteraquacultureoperationsintheeasternNorthPacific.BrettDUMBAULD,
KristineFELDMANandDavidARMSTRONG

DetectionofwhitespotsyndromevirusfromtheghostshrimpNihonotyypaeajaPOnica
inhabitingthesandbottomofkurumaprawncultureponds.YutakaFUKUDA

TheenvironmentalsystemofAriakeSoundanditspresentsituation.HideakiNAKATA

Theinteractionbetweenghostshrimpactivityandseagrassrestoration.FionaL.BIRD

TherecruitmentofNihonot77PaeaharmandiinAriakeSound,Japan.WataruFUJI-IE,
TetsuoYANAGIandAkioTAMAKI

AssessmentofthepredationimpactofthestingrayDasyatisakajei(Miiller&Henle,
1841)OnthepopulationoftheghostshrimpNihonotTyPaeaharmandi(Bouvier,1901)
onanintertidalsandflat(preliminaryreport).KazuyukiHARADAandAkioTAMAKI

Ghostshrimps,snails,andclamsonintertidalsandflatsintheAriakeSoundestuarine
system:seekingforunifiedperspectivesontheirpopulationexplosionsanddeclines.
AkioTAMAKI

LargewormsasecosystemenglneerSinintertidalsediments.KarstenREISEandNils
VOLKENBORN

Mudshrimpburrowsastrapsoftidal-flatorganicmatters.Minoru WADA,Kyoko
KINOSHITAandKazuhiroKOGURE

Impactofburrowingshrimppopulationsonnitrogencyclingandwaterquality in
westem NorthAmericantemperateestuaries.TheodoreH.DEWITT,AnthonyF.
DrANDREA,CherylA.BROWN,BlaineD.GRIFFENandPeterM.ELDRIDGE
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